
公益社団法人福岡県自治体問題研究所
第46回総会記念シンポジウム

⑴  ２０２３年３月１５日　　　「福岡の暮らしと自治」　　　第543号　　定価300円（含送料、会員の購読料は会費に含む）

会員増加運動に御協力ください（無料の宣伝誌を送ります。ご一報ください。） 研究所〈メールアドレス〉 jiti@ked.biglobe.ne.jp
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　本号、早わかり
P．1 JR鹿児島本線、減便
で不満が爆発、旅客離れ
も・・「メールじょうほう」での討
論から・・
P．5  なくしたい民生委員
の災害時支援事故　
～組織事故の視点から～
（杉谷雅博）
P．9  霧山昂 書評「同和
行政下の解放運動の光
と闇」

ーメ・たしやみ岡福「 01．P
ルじょうほう」抄（宮下和裕）
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< 主催 >公益社団法人　福岡県自治体問題研究所
〒812-0011　福岡市博多区博多駅前 1丁目 19 ‒ 3 － 508 　
℡・fax 092-472-4675　jit i@ked.biglobe.ne.jp、
 　　　　　　　　　　　　http://j it iken.j imdo.com

「西九州（長崎）新幹線問題と住民・自治体
　　　　　　・・地域に基本的地域権を」

「通学を支えるローカル線・・清張鉄道を巡って」

「民主主義のインフラとしての交通問題 
～ より良い地域交通を願って」

杉谷雅博会員（嬉野市・民生委員）～ 進行役を兼務

赤塚隆二 （元朝日新聞記者、鉄道問題研究家、
第 17回松本清張研究奨励事業・受賞者）

遠藤雄二 （九州大学で学生と教員 47年間）

桑原允彦・元鹿島市長 
（20 年間鹿島市長を務め、新幹線問題と対応）

講師・石川捷治・九州大学名誉教授（政治史）

◎特別報告 （ビデオと文書発言）

◎ 特別報告の概要紹介、この間の論点と成果、現状

◎ 報告

◎ 記念講演

◎ 利用者の生の意見交換

◎ まとめ  杉谷雅博 （会員）

テ
ー
マ

どこへ行く「JR九州」
　　　　　～より良い地域交通を願って

〈日　時〉6月3日（土）開場・受付13時 開会13時半 閉会15時50分（のち総会議事）　
〈参加費〉500円（テキスト代・会場費）
〈会　場〉早良市民センター・第一会議室（地下鉄「藤崎駅」②番出口）

＊記念シンポは、翌日以降研究所のホームページ（ユ―チュ―ブ）で、公表します。


